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６
月
２
日
草
部
南
部
保

育
園
の
園
児
２０
名
が
幸

野
道
治
さ
ん

（草
部
）
の

ハ
ウ
ス
に
招
待
さ
れ
メ
ロ

ン
狩
り
を
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
精
度
た

っ
ぶ
り
の
メ
ロ
ン
を
ほ
お

ば
り
、
お
土
産
に
大
き
な

メ
ロ
ン
を
い
た
だ
い
て
大

は
し
や
ぎ
で
し
た
。

ヽ
ヽ

ヽ

リ

五
月
三
十

二
二
十

一
日
の
両
日
ち
び

っ
子
囲
碁
教
室
が
町
内
の
保
育
園

・
幼
稚

園
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

■
目
■
■
■
■
■
■

僕
は
、少
年
棋
士

薇二_
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●   ●
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6月 18日 、高森保育園でお年寄りと園児の七夕づくりがあ

りました。これは、お年寄りと子どものふれあいを目的にし

たもので今年が5回目。年長組の25名の子どもたちはこの日

を楽しみにしていました。園児とお年寄りの願いがいつぱい

込められた七夕飾りは高森駅に飾られ、見る人の心を和ませ

ていました。
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(車部 トンネルの奥阿蘇大橋側入口左側)
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青少年育成町民会議が、簡単な囲

碁遊びの中から人間性の発掘に努め、

健全育成に寄与することを目的とし

て日本棋院の安田秦敏八段を講師に

招いて実施されました。

子どもたちは、もの珍しさも手伝
い興味津々でした。

先
日
、
下
切
の
甲
斐
照
英
さ
ん
か
ら

「お
も
し
ろ
い
花
が
咲
い
と
る
け
ん
見

に
こ
ん
か
い
」
と
の
電
話
。
カ
メ
ラ
片

手
に
見
に
行
っ
た
と
こ
ろ
こ
ん
に
や
く

の
花
で
し
た
。
百
科
事
典
に
は
確
か
に

同
じ
花
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
は

里
芋
の
花
を
見
ま
し
た
。
同
じ
サ
ト
イ

モ
科
で
す
が
里
芋
の
花
の
方
が
美
し
い

か
な
？

本
誌
４
月
号
で
紹
介
し

た
奥
阿
蘇
産
物
館
等
管
理

組
合
に
よ
る
手
作
り
公
園

が
完
成
し
ま
し
た
。

１

２

３

４

５

町
民
憲
章

水と緑と上のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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平成 9年

第 2回 会定例会
6月 16日

～20日 まで

平
成
八
年
度
事
業

の
内
、
次
の

事
業
を
平
成
九
年
度
に
繰
り
越
す

こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

□
農
林
水
産
業
費

村
中
水
環
境
整
備
事
業

九
百
十
九
万
六
千
円

□
教
育
費

河
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

外
壁
改
修
工
事

三
百
二
万
円

地
方
債
の
許
可
額
等
が
、
三
月

議
会
終
了
後
に
決
定
し
た
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
五
千
三

十
七
万
八
千
円
を
追
加
し
て
、
平

成
八
年
度
予
算
総
額
が
五
十
二
億

二
千
九
百
五
十
八
万
七
千
円
と
し

た
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

職
　
員
　
募
　
集

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

で

は
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
三
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
正
看

護
婦
資
格
取
得
者
又
は
資
格
取
得

見
込
み
の
者

■
職
　
種
　
正
看
護
婦

一
名
程
度

■
試
験
日
　
九
月
二
十

一
日
（日
）

■
受
付
期
間
　
七

月
二
十

八
日

（月
）～
八
月
八
日
（金
）

■
受
験
案
内

・
申
込
書
な
ど
問

い

合
わ
せ
は
　
阿
蘇
広
域
事
務
組
合

事
務
局
総
務
課
　
Ｔｅ‐
０
９
６
７

・

３
４

・
１
１
２
３
ま
で
ど
う
ぞ

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

で
は

社
員

（運
転
係
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
領
及
び
資
格

▽
採
用
人

員
二
名
満
二
〇
歳
以
上
三
〇
歳
木

満

の
男
子

（南
阿
蘇
地
区
在
住
）

い.
“

″

´::'

一
般
会
計
補
正
予
算

・
特
別
会
計
補

正
予
算
議
員
提
出
議
案
な
ど
を
可
決

一
般
会
計
予
算
の
総
額

五
十
二
億
二
千
八
十
三
万
三
千
円

そ
の
他

■
地
方
税
法
改
正
に
基
づ
き
、
次

の
点
な
ど
の
改
正
に
つ
い
て
の
専

決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
民
税
の
七
百
万
円
を
超
え
る

金
額
の
所
得
割
税
率
と
分
離
課
税

に
係
る
所
得
割

の
税
率

に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
十

一
か
ら

百
分
の
十
二
に
改
正
。

■
固
定
資
産
税
の
新
築
住
宅
等
に

対
す
る
減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、　
一
月
二
十

一
日
ま
で
に

町
長
に
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
（詳
し
い
こ
と
は
固
定
資

産
評
価
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
）

■
国
民
健
康
保
険
税
の
最
高
負
担

税
額
が
五
十
二
万
円
か
ら
五
十
三

万
円
に
改
正
。

新
し
い
固
定
資
産
評
価
員
と
し

て
新
税
務
課
長

・
二
子
石
範
男
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

▽
採
用
予
定
日
平
成
十
年
四
月

一

日
▽
募
集
開
始
及
び
方
法
平
成
九

年
七
月
か
ら
履
歴
書
持
参
ま
た
は

郵
送
　
試
験
日
別
途
連
絡
▽
採
用

試
験
平
成
九
年
九
月
　
ア

．
筆
記

試
験

（作
文

・
一
般
常
識
）
・
イ

．

適
性
試
験
・ウ
・面
接
▽
医
師
に
よ

る
健
康
診
断

■
詳
細
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会

社
Ｔｅ‐
２

・
１
２
１
９
ま
で

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
十
九
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

母
子
家
庭
相
談

専
門
の
相
談
員
が
、
生
活
や
悩

み
ご
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

事
務
費
な
ど
経
常
的
経
費
の
増

減
や
、
農
業
振
興
費
と
し
て
Ｊ
Ａ

阿
蘇
南
車
輌
セ
ン
タ
ー
建
設
及
び

高
森
中
央
支
所
の
移
転
等
の
計
画

に
と
も
な
う
助
成
金
三
千
万
円
を

含
み
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千

五
百
八
十
三
万
三
千
円
を
追
加
し

て
、
平
成
九
年
度
予
算
総
額
が
五

十
二
億
二
千
八
十
三
万
二
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計

諸
収
入
と
繰
越
金
の
歳
入
増
な
ど

に
よ
り
、
千
四
十
九
万
四
千
円
を
追

加
し
て
、
総
額
十
億
八
千
五
百
六
十

七
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
郵
政
三
事

の
現
行
経
営
形
態

の

堅
持

に
関
す
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
と
　
き
　
七
月
二
十
四
日
（本
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
二
階
第

一
委
員

会
室年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
七
月
二
十
五
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階

の
林
業
相
談
室

入

札

結

果

（五
百
万
円
以
上
）

□
工
事
名
　
旭
住
宅
線
道
路
拡
幅

及
び
旭
Ａ
団
地
解
体
撤
去
工
事

□
工
　
期
　
六
月
十
七
日
か
ら

八
月
五
日
ま
で

□
金
　
額
　
七
百
九
十
六
万
五
十
円

□
請
負
者
　
（株
）藤
本
組

高
森
町
防
災
会
議

もう一

休
日

在
宅
医

六
月
十
三
日
、
消
防
団

・
消
防

署

・
町
等
に
よ
る
高
森
町
防
災
会

議
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
の
防
災
計
画
や
災
害
発
生
時

の
復
旧
や
救
護
を
如
何
に
早
く
行

う
か
な
ど
、
具
体
的
な
災
害
対
応

策
が
話
し
合
わ
れ
た
も
の
で
す
。

一
昨
年
に
起
き
た
阪
神

・
淡
路

大
震
災
を
教
訓
に
町
や
、
国

・
県

で
も
災
害
対
策
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
何
が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
家
庭
や

職
場
で
も
防
災
対
策
を
話
し
合

い
、
出
来
る
限
り
の
対
応
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●  ●

●  ●

度 その芽をのばす
やさしい目

私たちのちよつとした心遣いや気配 りで、

きつと少年たちは立ち直 りのきつかけをつ

かむことでしよう

7月 を強調月間とする 「社会を明るくする運動」

は、すべての国民が犯罪の防止 と罪を犯した人たち

の更生について理解を深め、それぞれの立場におい

て力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする法務省が主唱する全国的な運動です。

町の次代を担う少年を非行から守 り、非行に陥っ

た少年の立ち直 りを助けるため、今後も理解 と協力

の和を広げましょう。

阿蘇地区保護司会 南部分会

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

７
月
１３
日
　
馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②

０
６
４
６

７
月
２０
日
　
東
　
医
　
院

Ｔｅ‐
⑦

０
３
０
９

７
月
２１
日
　
立
野
病
院

Ｔｅ‐
③

０
１
１
１

７
月
２７
日
　
中
村
医
院

Ｔｅ‐
⑦

２
３
３
３

８
月
３
日
　
寺
崎
医
院

Ｔｅ‐
②

０
３
７
８

８
月
１０
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
　
３
３
５
１

８
月
１７
日
　
渡
辺
内
科

Ｔｅ‐
⑦
　
ｌ
７
７
７

先
日
、　
一
通
の
ハ
ガ
キ
が
中
学

校
に
届
き
ま
し
た
。
熊
本
市
在
住

の
方
か
ら
で
す
。
「ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
高
森

へ
家
内
と
ス

ケ
ッ
チ
に
来
た
と
き
、
道
の
途
中

で
出
会

っ
た
小
学
生
、
自
転
車
に

乗

っ
て
通
り
過
ぎ
た
中
学
生
い
ず

れ
も

「こ
ん
に
ち
は
」
の
挨
拶
。
そ

の
礼
儀
正
し
さ
に
感
心
し
ま
し

た
。
新
緑
の
高
森
で
の
充
実
し
た

一
日
で
し
た
。
」
と
言
う
内
容
で

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
、
み

ん
な
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
高
森

高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や
、

各
団
体
の
清
掃
奉
仕
等
を
見
て
小

学
生
、
中
学
生
も
自
然
と
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
後
も
、
優
し
い
心
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
田
浩

*都合により変更になる場合があります。 広報たかもり
テレホンサービスでお確かめください。 ②-2222

力〃」Ｅｄｉｔｏｒｉａ‐編
集
後
記

(2)(15)  今度の温泉館休館日 7月 16日 (水 )
毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は

開館して、次の日が休館日となります。

1997.5月 受付分  敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>村上一彦 福田洋明 古澤公

記 富永頼秋 中村徹 有働フミヱ 後藤

繁 沖 一行

(4月末日現在)

世帯数 2,597(+2)
男  3,854(-2)
女   4,168(-1)

総  :数  8,022(-3)

■広報送料寄付

田上洲夫 (北 九州市八幡西区)

田呂丸ナガエ (大 阪市西区)

今井幸男 (北九州市八幡西区 )

人口の動 き

おくやみ
もうしあげます

5/1

善意の灯

(

佛ヽ
Fつ

―行

男

男

女

男

女

族

明

秋

彦

子

博

ヱ
徹

繁

獅

子

母

母

夫

母

父

妻

弟

妻

父 次 典
母 はるみ

幸

美

博

久
父
母

広

子

勝

直

父

母

すえながく
お幸せに
工藤 保広

(渡邊)由 貴子

菅山・水湛

鹿本郡植木町

社 倉 中村

村 山 後藤

横 町 沖

赤ちゃん
たんじょう

音中 翔哉ちゃん
(上在) 4/29生

甲斐 怜央ちゃん
(下町) 5/1生

野尻  和ちゃん
(宮園) 5/7生

岩下  凌ちゃん
(森)  5/10生

工藤 璃花子ちゃん

(戸狩) 5/22生

ありがとうございました
(敬称略)

１

７

８

６

０

９

６

９

７

９

９

８

５

６

メ

道

サ

恵

子

蔵

子

亡 者 年齢

侑香 0
ミハ 88

古澤

武田 ヒ

有働 一

中村ハツ

後藤 三

沖  峯

マ ツ

‥

田
永

上

列
福

冨

村

成

りお
″

安

ゆ

父
母

美

子
一
順

父
母

住 所

昭 和

水 迫

森

所尾野

大仲野

森

御 遺

福 田 洋

冨永 頼

村上 一

古澤 フ ミ

武 田

有働 フ ミ

６
月
号
９
ペ
ー
ジ
の
学
校
関
係
職
員
の
欄
で
梅
木
野
和
則
は
、
楢

木
野
和
則
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ま
ち
を
守
り
ま
す

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
の
報
告

議
会

の
同
意
が
求
め
ら
れ
た
も
の

平
成
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
九
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

議
員
提
出
議
案

（意
見
書
提
出
）

1中.

ふれあいと 劇覇静榮< 騨るい社会



自
衛
官
募
集

来
年
卒
業
す
る
高
校
生
の
み
な

さ
ん
。
陸

・
海

・
空
の
自
衛
官
を
募

集

し

て

い
ま
す
。
自
衛
隊

に
は

色
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
色
々

な
分
野

で
専
門
的
な
仕
事

に
頑

張

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
各

コ
ー
ス

の
試
験
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（応
募
資
格
、
十
八
歳
以
上

二
十

七
歳
未
満
の
男
女
）

詳
し
い
事
は
自
衛
隊
阿
蘇
募
集

事
務
所
ま
た
は
役
場
の
自
衛
隊
募

集
担
当
ま
で
ど
う
ぞ
。

■
０
９
６
７

・
３
４

・
０
３
４
８

来
る
八
月

一
日
よ
り
手
続
き
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

一
、
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
事

が
で
き
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
、
ご
本
人
又
は

ご
両
親
、
配
偶
者
、
子
ど
も
さ
ん

の
所
得
が

一
定
の
所
得
に
満
た
な

い
方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の

一
級
又
は

二
級
を
お
持
ち

の
方

②
療
育
手
帳

の
Ａ
ｌ
又
は
Ａ
２
を

お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

一
級
を
お
持
ち

の
方

④
福
祉
手
帳
を
受
け
る
べ
き
程
度

の
障
害
を
お
持
ち

の
方

二
、
助
成
を
受
け
る
た
め
の
手
続

き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療

保
険
で
定
め
ら
れ
て
い
る
本
人
負

担
額
を

い
っ
た
ん
全
額
お
支
払

い

い
た
だ

い
た
う
え

で
、
そ
の
領
収

書
を
お
住

い
の
市
町
村
役
場
に
ご

持
参

い
た
だ
き
、
助
成
の
申
請
を

し

て

い
た
だ
く

こ
と

が
必
要

で

す
。な

お
、
市
町
村

に
よ

っ
て
は
、

手
続
き
が
異
な

っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
市

町
村
役
場
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下

さ
い
。

三
、
助
成
を
受
け
ら
れ
る
額
は
、

通
院
に
つ
い
て
は

一
つ
の
医
療
機

関
に
つ
い
て
月
額
千
二
十
円
、
入

院
に
つ
い
て
は
、　
一
つ
の
医
療
機

関
に
っ
い
て
月
額
二
千
四
十
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
差
し
引
い
た
額
に

つ
い
て
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
町
村
役

場
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

育
児

・
就
学
巡
回
相
談

専
門
の
医
師

・
教
師

・
福
祉
行

政
の
担
当
者
に
よ
る
身
心
に
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
児

・
就

学
等
に
関
す
る
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◆
日
　
時
　
七
月
二
十

一
日
（木
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時

三
十
分
ま
で

◆
場
　
所
　
大
津
町
町
民
交
流
施

設

（オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）

◆
詳
し
く
は
　
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
７
）

又
は
、
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
特

殊
教
育
指
導
係

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１

（内
線
６
６
５
６
）

午
´

ゝ珀
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(3)

次の募集は 11月 30日
まで (詳細は次号掲載 )

●  ●

●  ●

今
年
は
残
念
な
雨

六
月

二
十

二
日
、

や

っ
ぱ
り

雨
。
今
年

の

「は
な
し
の
ぶ

コ
ン

サ
ー
ト
」
は
休
暇
村

・
南
阿
蘇
セ

ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
…
今
年
は
空
梅
雨
気

味
で
し
た
が
、
こ
の
日
の
主
役

・

野
の
花

の
願

い
が
天
に
通
じ
、
雨

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

雨
と
屋
内
で
の
狭
さ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
尚
綱
高
校

マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ

（林
田
戦
太
郎
先
生
指
揮
）

が
奏
で
る
澄
ん
だ
音
色
や
、
高
森

小
の

（は
な
し
の
ぶ
合
唱
団
）
合

唱
な
ど
で
千
五
百
人
の
聴
衆
の
皆

さ
ん
を
最
後
ま
で
魅
了
さ
せ
ま
し

た
。
今
年
本
町
は
合
併
四
十
周
年
。

「野
の
花
と
風
薫
る
郷
」
の
自
然
と

調
和
を
推
進
す
る
当
町
に
お
い
て

は
、
合
併
四
十
周
年
を
記
念
に
高

森
町
歌
を
は
な
し
の
ぶ
合
唱
団
に

歌

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

「野
の
花

に
語
り
か
け
る
」
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
、
自
然

に
感
謝
し
自
然
を
守

る
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

と
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
。
午
後

か
ら
は
野
草
観
察
会
も
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
物
の
自

然
と
は
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
で
し
ょ
う
ｃ

来
年
献
澱
麟
簿
ぎ
姦
轟
∫
・

作
詞
　
橘
川
　
春
奈

作
曲
　
林
田
戦
太
郎

編
曲
　
宮
尾
　
光

一

母

さ

ん

と

野

の
花

（
一
番
）

母
さ
ん
と
覚
え
た
花
の
名
は

り
ん
ど
う
　
た
ん
ぼ
ぽ
　
花
し
の
ぶ

み
ん
な
野
の
花
だ

っ
た
の
ね

す
ぎ
ゆ
く
風
を
感
じ
た
ら

お
さ
な
い
こ
ろ
の
思
い
出
が
み
え
て
き
た

母
さ
ん
と
笑

っ
た
あ
の
と
き
が

母
さ
ん
　
母
さ
ん

っ
て
呼
ん
で
み
る

返
事
は
野
の
花
の
ゆ
れ
る
音

橘
川
さ
ん

（千
葉
県
松
戸
市
）
は
、
「実

際
に
阿
蘇
に
来
て
阿
蘇
の
雄
大
さ
と
野
の

花
の
優
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
自

然
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
森
小
は
な
し
の
ぶ
合
唱
回

梅
雨
の
時
期
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
晴

れ
ま
す
よ
う
に
と
毎
年
観
光
協
会
で

は
、
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
晴
れ
の
方
が
勝

ち
越
し
た
の
を
機
会
に
今
年
か
ら
野

の
花
の
ス
ケ
ッ
チ
募
集
に
切
り
替
え

ま
し
た
。
周
知
期
間
が
少
な
か

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
応
募
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
内
容
は
来
月
号
で
詳
し
く

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

弟
13

1珂

阿
蘇

f額

(月 )

(14)

発行のご

◎掲載を希望 されなし

なりになら

えられるなどで、本記事への

町民係

役場の支払日 7/15(火 )7/25(金)8/5(火 )

移動献血車がやってきます

あなたの善意をお寄せ ください

■と き 7月 29日 (火 )

午前 10時か ら午前 11時半 まで。

午後 12時半か ら午後 3時半 まで。

|■|と ころ 林業総合センター

□次の献血予定 回 12月 22日

時間 10時から 15時まで

野の花に情熱をかける佐藤武之さんと尚綱高
校マンドリンクラブのお孫さん(仁美さん) 飛び入りの指揮に会場大賑わい

コース名 男子試験日 女子試験日

二等陸・海・空士 9月 16日 9月 29日

一般曹候補士 9月 21日 9月 21日

一般曹候補学生 9月 21日 9月 21日

航空学生(パイ回ット) 9月 23日 9月 23日

看護学生 10月 30日

防衛大学校学生 11月 15～ 16日 11月 15～ 16日

防衛医科大学校 11月 1～ 2日 11月 1～ 2日

“

υ

テ
ニ
ス
教
室
の
お
知
ら
せ

国
体
選
手
に
よ
る
対
抗
試
合
と
テ
ニ

ス
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
下
さ
い
。

と
　
き
／
七
月
十
九
日

（土
）

午
後

一
時
～
三
時
半

（熊
本
県
国
体
選
手
団
練
習
）

午
後
三
時
半
～
五
時
半（テ

ニ
ス
教
室
）

七
月
二
十
日

（日
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

（佐
賀
選
手
団
対
熊
本
県
選
手
団
）

と
こ
ろ
／
休
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
は

企
画
課

・
国
体
推
進
係

,゙ ■

・ 1・■ ソ ・

。11、11↓
′・′`

`1`

高森町はテニス競
技の開催地です

費・一

・

■ ■

≪咸||
■
打

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

．助
成
事
業
の
改
正

ぶ

‐
1」自鉤

鯰
】日
間

■ト

回

の

献

■

"
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老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会

六
月
十
四
日

（土
）
、
高
森
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

（会
長
岩

下
信
夫
氏
）
に
よ
る
恒
例
の
老
人

ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が
今
年
も
高
森

中
学
校
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
出
演
者
と
観
客
が

一
体
と

な

っ
て
楽
し
い
一
日
を
伸
び
伸
び

と
過
ご
し
ま
し
た
。

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
二

十
団
体
、　
一
二
二
四
名
。
日
々
励

ま
し
合
い
、
助
け
合

っ
て
様
々
な

活
動
を
展
開
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な

ど
社
会
を
明
る
く
す
る
活
動
に
も

お
元
気
で
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も

「若
き
ゃ
も
ん
に
や

負
け
ん
ば
い
」
の
意
気
込
み
で
、

出
演
者
は
歌
や
踊
り
な
ど
四
十
の

出
し
物
に
大
ハ
ッ
ス
ル
。
会
場
か

ら
は
出
演
者
に
惜
し
み
な
い
大
き

な
拍
手
と
、
ュ
ー
モ
ラ
ス
な
場
面

で
は
明
る
い
、
大
き
な
歓
声
が
会

場
に
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会

の
押
し
寄
せ
る

中
、
お
年
寄
り
の
優
し
く
温
か
い

大
き
な
心
は
、
明
る
く
楽
し

い

「ま
ち
づ
く
り
」
に
は
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気

で
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
私
た
ち
人

生
の
後
輩
を
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

高
森
少
年
諷
遭
ク
ラ
ジ

各
大
会
で
大
雉
頌

熊
本
宮
本
武
蔵
顕
彰
会

五
月
十
八
日

（日
）

熊
本
市
竜
田
体

育
館

■
団
体
▽
優
勝

（本
津
京
三
・
本
村
允

哉

・
植
田
雄
貴

・
山
田

一
音
↑
安
方
裕

二
）八

友
剣
道
錬
成
会

六
月

一
日

（日
）

能
〔本
市
竜
田
体
育

館■
団
体
▽
優
勝
　
（本
津
京
三

・
木
村

允
哉
・
石
坂
彩
・池
勇
祐
。高
本
祥
恵
・

植
田
雄
貴
）
■
個
人
戦
▽
男
子
五
年

生
の
部
　
優
勝
　
木
津
京
三

・

一
一

位
　
木
村
允
哉
　
▽
女
子
五

・
六
年

の
部
　
優
勝
　
石
坂
彩
　
▽
女
子
四

年
以
下
の
部
　
優
勝
　
石
坂
怜

・
二

位
　
今
村
寿
美
礼

地
域
や
学
校
・園
・文
化
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

今月は、昨年採用された2名 を紹介します。仕事に少しずつ慣れ、バリ

バリ張り切っていますのでよろしくお願いします。

勝木  歩

S48.5.29生
(小倉原)

趣味は…

音楽鑑賞

所属 建設課 土木係

採用され一年が経ち、だいぶ

慣れてきましたが、まだまだ分

からないことばか りです。これ

からも一生懸命頑張 りますので、

よろしくお願いします。

iE+Llrl

/ヽ  
一 一| ヽ  /ロ ロ ロ

、  1  /_
ノヽ

L J｀
こ ガ

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　
　
一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

ー

●  ●

●
巴

　

負

　

王

　

コ

月

”
　

´
準

　

な

つ

　

イ

皐
月
　
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

天
下

一
品
　
窓
に
掛
け
と
る
阿
蘇
五
岳

け
ま
つ
れ
て
　
打
ち
散
ら
か
し
た
活
造
り

天
下

一
品
　
ウ
イ
ン
直
送
す
る
ワ
イ
ン

山
菜
料
理
　
退
し
い
手
が
給
仕
す
る

そ
る
が
娑
婆
　
見
送
り
も
無
ア
都
落
ち

山
菜
料
理
　
店
の
作
り
も
四
季
の
あ
る

天
下

一
品
　
フ
オ
ク
に
バ
ッ
ト
か
す
ら
せ
ん

山
菜
料
理
　
シ
ェ
フ
は
仏
教
婦
人
会

じ
や
じ
ゃ
馬
が
　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
沸
か
せ
居
る

ワ
ー
素
敵
　
か
あ
ち
や
ん
あ
た
の
式
か
い
た

山
菜
料
理
　
蜆
の
粉
も
振
り
か
け
て

句

迷

い
来
し
　
蛍
見
し
ま
に
　
消
え
ゆ
き
ぬ

灯
籠
の
　
陰
に
さ

つ
き
の
　
花
明
り

事
終
え

て
　
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
　
夕
月
夜

一
老
ど
ち
の
　
芸
の
達
者
や
　
宿
浴
衣

デ
ザ
ー
ト
の
　
西
瓜
に
興
じ
　
園
の
昼

新
し
き
　
自
靴
旅
を
　
待

っ
て
お
り

老
鶯
や
　
憩
え
る
耳
に
　
安
ら
げ
り

菖
蒲
苑
　
彩
を
鎮
め
る
　
雨
と
し
て

幼
子
の
　
知
恵
の
早
さ
や
　
立
葵

草
む
ら
に
　
瀬
音
か
そ
け
き
　
蛍
飛
ぶ

夏
場
所
や
　
寝
た
き
り
の
床
　
少
し
上
げ

梅
雨
の
蝶
　
静
か
に
翅
を
　
体
め
け
り

俳
●

文
芸 挨拶する岩下信夫連含会長

オーロラ輝子も登場

たかもり国体 (テニス)を PR

Ｅヽ
Ｊ

′
口
ヽ

Λ

一ＲＹＲＴヽくノ
ー
■

０Ｐ

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田

　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

武
田
　
南
郷

篠
田
　
凡
才

（高
森
菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

渡
辺
　
　
恵
　
鋤

勝
木
　
良
子
　
に

(4)
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何でも

所属 町民福祉課 福祉係  .
私は、主に障害者福祉を担1当|

させていたギll`お ります。こ

れからも住良福祉向上のため頑

張っていきたいと思いますので

どうぞよろしくお願い致しますQ

・ギ
．

ヽ

目

鬱
覺
ヨ
蓼
・一一一

″

■
●

―

一



食中毒に注意 !

腸管出血性大腸菌

防ぐために

宮穴尚悲+∩
日■IⅣθlド 罠凸 Vぐ

鵬1侶ば
、||り ‖じ‖じ

梅雨が上がればいよいよ夏本番で

す。暑さによる疲労や食欲不振など

の夏ばて症状が出やすくなります。

そこで今回の材料は、ビタミンBlを

多く含む豚肉(ビ タミン Blが不足す

ると食欲不振や脚気、また、疲れやす

くもなる )、 酢 (疲 労回復の薬効あ

り)、 唐辛子 (冷え症、肩こり、しも

やけ、食欲増進などの薬効がある)等

を使います。試して下さい。

□作り方

①豚肉は、一口大に切つてゆがい

ておく。

②大根は、すり下ろしてその中に

あさつきの小口切り、酢、しよ

うゆを混ぜ合わせる。好みで赤

唐辛子の小口切りを入れる。

CC)の豚肉の汁気を切つて②につ

け込む。

ロニロ

鴛

社
会
福
祉
協

議
会
だ
よ
り

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

六
月
八
日
、
林
業
総
合

セ

ン

タ
ー
で
初
級
研
修
会
が
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
雨
の
中
、
婦
人
会

・

Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
高
森
中
、
高
森
東

中
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
等

約
百
名
が
参
加
。
朝
早
く
か
ら
、

赤
十
字
概
論

の
講
義

・
炊
き
出

螂篭摯瞥りくり

熊本県教育委員会刊行の 「くらしと人権 (保護者用学習資料 )」 から転載

１
９
９
６
年
は
、
学
校
給
食
等

が
原
因
と
な
っ
た
、
過
去
に
例
を

見
な
い
規
模
の
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
Ｏ

・
１
５
７
に
よ
る
集
団
食
中

毒
が
多
発
し
ま
し
た
。
１
９
９
７

年
に
入
っ
て
も
、
家
庭
が
原
因
と

疑
わ
れ
る
散
発
的
な
発
生
が
続

き
、
死
亡
し
た
例
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
旅
館
な
ど
の
飲
食
店
で
の
食

事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食

事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
し
、
発

生
す
る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん

で
い
ま
す
。

た
だ
、
家
庭
で
の
発
生
で
は
症

状
が
軽
か
っ
た
り
発
症
す
る
人
が

１
人
や
２
人
の
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
風
邪
や
寝
冷
え
な
ど
と
思
わ

れ
が
ち
で
食
中
毒
と
は
気
付
か
れ

ず
重
症
と
な

っ
た
り
、
死
亡
し
た

り
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

し

・
救
急
法
等
の
訓
練
が
あ
り
、

参
加
者
は
、　
一
つ
一
つ
メ
モ
を
し

た
り
、
互
い
に
実
験
台
と
な
り
な

が
ら
、
最
後
ま
で
熱
心
に
研
修
さ

れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
割
は
、
極
め
て
重
要
で

す
。
今
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
を

中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

Ｏ

・
１
５
７
の
感
染
力
と
毒
性

は
、
赤
痢
菌
な
み
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
と
い
わ
れ
、
子
ど
も
や
高
齢

者
で
は
死
者
や
重
症
患
者
を
出
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

０

・
１
５
７
の
感
染
を
防
ぐ

方
法
は
、

０

・
１
５
７
は
食
中
毒
菌
と
同

様
に
熱
に
弱
く
、
ど
の
消
毒
剤
で

も
死
滅
し
ま
す
。
つ
ま
り
、　
一
般

的
な
食
中
毒
対
策
を
行
え
ば
、
感

染
の
危
険
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

ま
す
。
面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
調
理

器
具
や
手
を

こ
ま
め
に
洗

い
ま

し
よ
う
。
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学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
を
充
実
さ
せ
、
同
和
問
題
を
早

急
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
先
生
方
の
積
極
的
な
取
り
組
み

と
と
も
に
、
保
護
者
が
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
保
護
者
の
中
に
は
、
同
和
問
題

（教
育
）
に
つ

い
て

「自
分
と
は
関
係
な

い
。
」
「学
校
で
同
和
教
育
ま
で
す
る

必
要
は
な
い
。
」
な
ど
の
考
え
を
持

っ
た
人
が
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
が

っ
た
考
え
方
を

た
だ
し
た
り
、
学
校
で
の
同
和
教
育
が
家
庭
で
ゆ
が
め
ら
れ

な

い
な
ど
の
保
護
者
啓
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
も
、
家
庭
に
お
い
て
差

別
の
相
続
人
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
積
極
的
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｐ
丁
Ａ
の
年
間
研
修
計
画
に
、
講
演
会
や
映
画
を
利
用
し

た
研
修
会
を
位
置
づ
け
開
催
し
て
い
ま
す
。

・同
和
地
区
の
あ
る
学
校
の
Ｐ
丁
Ａ
や
同
和
地
区
の
人
た
ち

と
の
交
流
会
、
同
和
教
育
研
究
指
定
校
の
訪
間
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
同
和
問
題
を
初
め
と
す
る
、
人
権
の
問
題
に
つ
い
て
十
分

話
し
合
え
る
よ
う
な
地
区
別
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
な
ど
を
利
用
し
て
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
啓

発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
同
和
教
育
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
教

師
と
保
護
者
、
学
校
と
家
庭
と
の
信
頼
と
協
力
関
係
が
何
よ

り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。高

森
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

(12)(5)

ポ イ ン ト
冷やして食べるとよりおいしくい
ただけます。

栄  養  量
エネルギー

たん白質

鉄分

脂質

糖質

カルシウム

1 3 1 kcal

12.49
1.lmg
7.89
2.59

18mg

調理時間 価   格

約 10分 250円

職

国

腸
管
出

血

性
大

腸
菌

０

・
１

５

７
と

は
何

か

？

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ

・
１
５

７
は
、
食
中
毒
な
ど
の
原
因
と
な

る
病
原
性
大
腸
菌
の

一
種
で
す
。

Ｏ

・
１
５
７
は
腸
管
内
で

「ベ
ロ

毒
素
」
と
い
う
強
い
毒
素
を
放
出

し
、
出
血
性
の
下
痢
な
ど
人
体
に

大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

「

ユ

TT可

ト

ナ1水 肉のチ リ酢浸 し

□材料 (1人分)

豚肉60g/大根30g/あさつき

5g/酢 7g/し ょうゆ7g/赤唐

辛子適宜

◆O-157の性質
・マイナス20℃ に冷凍 しても

死なない。

・熱には弱く、75℃で 1分間

以上加熱すれば死ぬ。

・口にいる量はほんのわずか

でも、体内で増殖する。



六
月
七
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
阿
蘇
郡
歯
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
四
百
人
ほ
ど
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歯
の
衛
生
週
間

（六

月
四
日
か
ら
十
日
）
の
行
事
で
阿

蘇
郡
の
歯
科
医
師
会

・
保
健
所

・

町
村
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

歯
の
大
切
さ
を
訴
え
る
婦
人
会

の
寸
劇
、
高
森
社
中
に
よ
る
高
森

に
わ
か
は
、
会
場
に
来
ら
れ
た
方

の
大
き
な
笑
い
を
と
り
ま
し
た
。

豊
か
な
人
格
形
成
と
や
さ
し
い

人
間
作
り
を
目
指
し
て
、
高
森
町

家
庭
教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

◆
日
時
　
八
月
九
日
午
後

一
時
半

◆
場
所
　
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（役
場
隣
）

◆
講
演

演
題
　
「大
切
な
人
の
喜
ぶ
こ
と

を
」

講
師

大

野

勝

彦

先

生

や
ま
び
こ
塾

（菊
陽
町
）

講
師
は
、
農
作
業
中
機
械
で
両

手
を
切
断
す
る
と
い
う
事
故
に
あ

わ
れ
ま
し
た
が
、
義
手
に
よ
り
、

「生
」

へ
の
思
い
や
歓
び
を
詩
や

絵
で
表
現
さ
れ
、
多
数
の
詩
画
を

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
に
は
中
学
校

の
お
姉
さ
ん
達
の
手
作
り
紙
芝
居

で
歯
の
大
事
さ
を
、
ま
た
、
歯
の

正
し
い
磨
き
方
や
歯
科
医
師
会
に

よ
る
歯
の
診
断
等
も
行
わ
れ
ま
し

た
。小

さ
い
と
き
か
ら
歯
の
大
切
さ

を
身
に
つ
け
年
老
い
て
も
自
分
の

歯
を
た
く
さ
ん
残
し
、
い
つ
ま
で

も
お
い
し
い
も
の
を
お
い
し
く
食

べ
た
い
も
の
で
す
。

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
狩
猟
免
許
試
験

ア
、
知
識
試
験

第

一
回
目
　
七
月
三
日
（本
）

熊
本
県
各
総
合
庁
舎

第
二
回
目
　
八
月
二
十
二
日
（金
）

熊
本
県
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー

イ
、
適
性
試
験

・
技
能
試
験

第

一
回
目
　
七
月
十
八
日
（金
）

第
二
回
目
　
九
月
五
日
（金
）と
も

に
熊
本
県
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー

■
狩
猟
免
許
更
新
に
関
す
る
適
性

検
査
並
び
に
講
習

七
月
二
十
二
日
（火
）

高
森
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

詳
し
い
こ
と
は
、
県
事
務
所
林

務
課
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１

１
１

（内
線
３
６
３
）
ま
で

会
場
を
沸
か
せ
た
婦
人
会
の
寸
劇

母
と
子
の

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

五
月
八
日
、
阿
蘇
保
健
所
主
催

の
阿
蘇
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
歯

並
び
や
歯
肉
の
状
態
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
審
査
が
行
わ
れ
、

町
内
か
ら
三
位
に
色
見
の
村
上
博

子
さ
ん

・
し
お
り
ち
や
ん
親
子
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「■
一鮎＝鑽

由琢
膚
に
ユ到
六
円
語
隋嗜凍
〈
〓
　
　
　
狩
猟
免
許
試
験
及
び
講
習
会

町
の
移
動
図
書

七
月
十
五
日

（火
）

草
部
出
張
所
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ

Ａ

草

北
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ

Ａ

河

原
　
１４
時
～
１４
時
半

七
月
十
六
日

（水
）

Ｊ

Ａ

色

見

Ｊ
Ａ
上
色
見

横
町
Ａ
団
地

下
町
公
民
館

須

坂

団

地

～
１０
時
半

半
～
Ｈ
時

～
１３
時
半

半
～
１４
時

～
１４
時
半

歯みがきの指導

1413131010
時 時 時 時 時

時～ 10時

‖田代まで)

員 500円

町内一般 1,500円 、町外一般2,500円

大物賞、大漁賞など多数賞あり

小学生以下のつかみ取り大会あり

詳しくは、育成会T[L5-0021ま で

七
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（三
期
）の
納
期
で
す
　
納
期
限
（七
月
三
十

一
日
）ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

●  ●

子冑て請演会自主企画
ロロロnl●
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＊
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
よ
う

国
民
年
金
は
公
的
年
金
共
通
の
基
礎
年
金
と
し
て
、
二
十
歳
に

な
れ
ば
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
社
や
官
公
庁
に
勤
め
て
い
る
方
は
、
勤
め
先
が
厚
生
年
金

・

共
済
年
金
の
加
入
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
も
済
ま
し
た
こ
と
に
な
り
、
自
ら
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
十
歳
以
上
の
学
生
や
自
営
業

の
方
は
、
自
分
自
身
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

＊
年
金
の
届
出
や
問
い
合
わ
せ
は

基
礎
年
金
番
号
で
！

二
十
歳
に
な

っ
た
時
や
結
婚
、
就
職
、
転
職
、
退
職
等

の
節
目

節
目
に
は
、
役
場

の
国
民
年
金
係

に
必
ず
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

の
手
続
き
を
し
て
お
か
な

い
と
将
来

の
年
金
が
少
な
く
な

っ

た
り
、
も
ら
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

将
来

の
年
金
を
確
実
な
も

の
に
す
る
た
め

に
、
忘
れ
ず

に
届
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
先

の
年
金

に
関
す
る
各
種
届
書
や
問

い
合
わ
せ
は
、

基
礎
年
金
番
号
で
確
実

に
行

っ
て
下
さ

い
。

＊
二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
届
け
を
し
ま
し
よ
う
。

年
金
は
、　
一
人
で
二
つ
以
上
同
時
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
現
在
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
新
た
に
他
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
ど
ち

ら
か

一
方
の
年
金
を
選
択
し
て
、
も
う

一
方
の
年
金
は
、
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方

は
後
で
返
納
し
て
い
た
だ
く
場
合
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。
な
お
、
ど
ち
ら
か

一
つ
の
年
金
を
選
択
さ
れ
る
際
は
、

「年
金
受
給
選
択
中
出
書
」
を
町
役
場
、
国
民
年
金
係
や
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

医
療
費
患
者
負
担
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

医
療
保
険
法
が
改
正
さ
れ
九
月

一
日

か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
負
担

額
や
薬
剤
費
の
負
担
が
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
等
の
本
人

負
担
、　
一
割
か
ら
三
割
に
引
き
上
げ

②
老
人
保
健
外
来
時
の
負
担

一
医
療
機

関
に
つ
き
月
千
二
十
円
か
ら

一
回
五

百
円
に

（四
回
二
千
円
を
限
度
と
す

る
）

③
薬
剤
費
は
、
従
来
分

（医
療
費
に
含

む
）
に
加
え

一
日
分
に
つ
き

一
種
類

は
ゼ
回
、

二
か
ら
三
種
類
は
三
十

円
、
四
か
ら
五
種
類
は
六
十
円
、
六

種
類
以
上
は
百
円
を
別
途
負
担

④
老
人
適
用
者
の
入
院
時
の
負
担
は
、

一
日
に
つ
き
今
年
度
は
千
円
、
九
ハ

年
度
千
百
円
、
九
十
九
年
度
千
三
百

円
に

⑤
そ
の
他

・ ヽ
口 ■

|

「子育て」に頑張るお母さんたちの自主サークル 「風まるキッズ」が 5月 31日 (土 )、 中央公民館で子育て講演会を企

画・実行しました。講師には井上勝子先生 (熊本学園大教授)を招き、親と子の遊びをとおした心のふれ含いがいかに大

切であるか、運動と遊びをとおして講演されました。30組の参加した親子は、どの顔も満足げにいい汗をかいてました。
■
ロ

′
レ合オ″′レ勁は療層ス者と保目

題

電

③
の
薬
剤
費
負
担
に
つ
い
て
は
六
歳
未

満
は
無
料
、
ま
た
、
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
で
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
住
民

税
非
課
税
の
高
齢
者
は
無
料

麒
鶉
“鮨
雖

詳
し
く
は
、
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健

魃魃鰊鰊
『期帥琳訓″ど。「引１１
（内線１ おばあちゃんとは思えない若々しい丼上先生
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事

件

被

害

の

「泣

き
寝

入
り
」
は
し
な

い
！

い
ろ
い
ろ
な
事
件
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
れ
届
出
が
出
来
な
く
て

困
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

高
森
警
察
署
で
は
、
こ
の
よ
う

な
人
の
相
談
に
応
じ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

＊
事
件
被
害
に
遭
わ
れ
た
人

＊
事
件
を
知

っ
て
お
ら
れ
る
人

＊
犯
人
を
知

っ
て
お
ら
れ
る
人

等
、
気
軽
に
相
談
連
絡
し
て
下

さ
い
。

◇
連
絡
先
　
高
森
警
察
署

ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０
　
内
線
２
４
２

又
は
、
野
尻
駐
在
所
ＴＥＬ
５

・
Ｏ
Ｏ

４
７

ヽ
ゝ
さヽ

ふ
る
さ
と
創
生
基
金

の
活
用
状
況
は
？

死亡事故多発

県下の交通事故死亡者数は、6月末

現在 69人で昨年より 12人減少して

いますが6月 の中旬には、 13日 間に

9人が死亡する極めて憂慮すべき状況

となつています。

これからの梅雨末期や本格的な夏を

控え、雨天時のスリッフ
°
事故や蒸し暑さ

からくる居眠り及び過労運転による重

大事故が懸念されます。

死亡者の中には、シー トベル トを着

用していれば助かつたと思われるもの

が多く、県警や県、町等では 7・ 8・

9月の3ケ月間をシー トベル ト着用推

進強化期間として重点的に指導・呼び

かけをすることにしました。

腱
天
ヽ
〓
●
理
ヽ
鶴
熙
』偽
鶴
鶴
鑽
嘩」０
コ

□
基
金
の
利
率

０

・３
５
％

（半
年
定
期

３
月
高
月
）

□
運
用
状
況

平
成
二
年
…
…

伝
統
芸
能

（神
楽
）
台
北
公
演

三
百
万
円

平
成
六
年
…
…

尾
下
獅
子
舞
カ
リ
ス
ペ
ル
公
演

（モ
ン
タ
ナ

∴
ン
ヤ
バ
ン
フ
エ
ア
ー
）

三
百
万
円

高
森
温
泉
館
建
設

七
千
万
円

□
現
在
の
基
金
残
高

三
千
六
百
六
十
九
万
四
千
十
四
円

モ
ン
タ
ナ
州

・
カ
リ

ス
ペ
ル
市

へ
の
視
察
研
修

に
助
成
を
決
定

本
町
が
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
カ

リ
ス
ペ
ル
市
と
の
国
際
交
流
に
つ
い

て
、
こ
の
人
材
育
成
事
業
等
助
成
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
事
業
に
は
町
議
会
議
員

十
五
名
と
、
町
森
林
組
合
、
町
観
光
協

会
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
、
町
商
工
会
か
ら
各

一
名
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
、
総
事
業
費
六
百
八
万
円
の
内

そ
の
半
額
の
三
百
四
万
円
が
助
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
国
か
ら
全
自
治
体
に

一
億
円
ず
つ
交
付
さ
れ
た

「ふ
る
さ
と
創
生
基

金
」
は
、
こ
れ
ま
で
温
泉
館
建
設
や
国
際
交
流
事
業
に
有
効
に
使
わ
れ
、
現
在
の
基

金
残
高
は
三
千
六
百
六
十
九
万
四
千
十
四
円
と
な
つ
て
い
ま
す
。

去
る
六
月
十
二
日
、
こ
の
基
金
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
の

「人
材
育
成
事
業
等

助
成
金
交
付
要
項
が
作
ら
れ
、
運
用
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
決
定
を
行
う
た

め
の

「人
材
育
成
事
業
等
運
営
委
員
会
」
（今
村
町
長
を
委
員
長
に
十
五
名
で
構
成
）
も

組
織
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

「町
づ
く
り

・
人
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た

「人
材
育
成
事
業
」
に

大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
自
治
振
興
や
、
産
業
、
教
育

・
文
化
、
観
光
、

福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
づ
く
り
、
受
け
入
れ
交
流
事
業
を
推
し
進
め
る
た
め
の
、

研
修
や
研
究
の
た
め
の
派
遣
、
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
三
分
の

一
以
内
の
助
成
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（企
画
課
　
２

・
１
１
１
１
）

己
鶉
浙
⑮
聟
人
樋
高
感
亭
鼎
肥
蜀
胚
膊
潔
中

億
円
の
使
い
道
S

●  ●

●  ●

誰のためでもありません。あなたと
家族を守るシー トベル ト。

平成 9年度 防火標語

『つけた人は、ちゃんと消琲まであなたの人』
知つておこう !「 119番」の正しいかけ方

人事、救急が発生したら局番なしの「119」 をダイヤルします。

現在はどこからダイヤルしても阿蘇町にある消防本部の指令室につながります。指令室が応答したら・

1、 「火事」か 「救急」か。

2、 場所を出来るだけ詳 しく、○○公民館の近くだとか、○○商店から入つたところとか目標物等。

3、 人事であれば何が燃えているのか ?どれくらい燃えているのか ?

救急であれば事故なのか ?病人なのかつけが人は何人いるのか ?何をしていてそうなつたのか等。

4、 掛けている電話の番号、掛けている本人の氏名。

指令室で以上のようなことを尋ねます。落ち着いて通報して下さい。

なお、現在携帯電話が普及し、使用される方も多いと思いますが、メーカーに問い合わせたところ消防本

部指令室には、つながらないとのことでした。そこで携帯電話からの通報でしたらお手数ですが (南部分署)

09676-2-9034、 2-9035に お掛けください。通報した後は、折り返し電話をすることもあ

りますので、電源を切らないで下さい。

参   考

N丁丁 (DOCOMO) デジタルツーカー セルラー電話

119番通報 (可 )

通話先一熊本市消防局

(通信司令室)

119番通報(可 )

通話先一特定出来ず
119番通報 (不可 )

消防署だより
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カードで払えば大文夫

“
～～‐` ヤνシV´い́ ^^ヽ⊃

いつばい買い物したけと、
あと、あの服だけ欲しいな～

500万円なんて返せないよお～。

ふえ～ん !

いつのまにか、こんな金額 1?

お金が足りない。

“
,蠅

|

こ

‐■呵肘量躾難. =

σ
クレジッ トカー ドは籠法の

カー ドではありません。自分
の収入に見含つた計画的な

利用を考えましよう。目安は

月収の2割以内です。

CrP借金返済のためキャッシンV グを操り返すと、アツという
間に多重債務(―破蔵)に。

X

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「二
十
歳
に

な
っ
た
ら
ご
用
心
」
か
ら
許
諾
転
写

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

九
州
通
商
産
業
局
　
消
費
者
相
談
室

Ⅲ

０̈
９
２

・
４
８
２

・
５
４
５
８

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

ＴＥＬ

０̈
９
６

・
３
５
４

・
４
８
３
５

多

重

債

務

◆世間には甘い誘惑がいつぱい

◆20歳になったら、突然知らない人から

の勧誘の電話が増えた

(7) 阿蘇広域行政事務組合消防本部 南部分署 電話 2… 9034 (10)
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甲
斐
有
雄
翁
の
偉
業
を
子
ど
も
た
ち
に

高
千
穂
の
富
高
則
夫
さ
ん
が
こ

の
ほ
ど

「甲
斐
有
雄
翁
彫
刻
写
真

集
」
を
発
刊
さ
れ
、
高
千
穂
町
や
、

本
町
を
は
じ
め
阿
蘇
郡
内
の
翁
の

か
か
わ

っ
た
町
村
と
学
校

へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

富
高
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

「荒
野
の
灯
」
や

「歌
枕
」
を
自
費

発
刊
さ
れ
、
翁
の
偉
大
な
る
功
績

を
後
世

へ
残
そ
う
と
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
の
写
真
集

は
翁
の
調
査
の
終
点
と
し
て
発
刊

さ
れ
た
も
の
で
す
。
改
め
て
翁
の

偉
大
な
る
功
績
を
実
感
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
す
。

各
学
校

へ
寄
贈
さ
れ
た
写
真
集

は
、
町
の
偉
人
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
し
よ

う
。
　

富
高
さ
ん
か
ら

「偉
大
な

る
業
績
を
残
さ
れ
た
翁
を
残
念
な

が
ら
あ
ま
り
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
さ
ん
に
是
非
偉
大
な

る
功
績
を
残
し
た
方
だ
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
下
さ
い
。
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

（翁
の
功
績
に
つ
い
て
は
本
誌
平

成
七
年
五
月
号
に
記
載
。
）

―
　

ソ
４
一■●

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
や

製
造
業
等
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
個

人
の
方
が
、
そ
の
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
税
金
で
す
。

第

一
期
分
と
し
て
県
事
務
所
か

ら
八
月
の
初
め
に
納
税
通
知
書
が

発
送
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
九
月

一
日
で
す
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便

局
、
農
協
等
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
県
阿
蘇
事
務
所
税
務
課
の
窓
口

で
収
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
日
座
振
替
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
県
事
務
所
税

務
課
、
ま
た
は
、
金
融
機
関
窓
口

に
お
申
し
で
下
さ
い
。

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
事

務
所
税
務
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

Ｔｅ

０
９
６
７
・２
２
・１
１
１
１

税
務

所
得
税
の
予
定
納
税
第

一
期
分

の
納
期
限
は
七
月
三
十

一
日
で
す
。

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
税

務
署
か
ら
六
月
中
旬
に

「予
定
納

税
額
の
通
知
書
」
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
か
ら
、
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
第

一
期
分
の
金
額
を
期
限
内

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
額
は
前

年
の
所
得
税
額
を
基
に
し
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
が
、
商
売
を
廃
業

し
た
り
、
災
害
で
財
産
に
損
害
を

受
け
た
り
し
た
た
め
、
今
年
の
納

税
額
が
前
年
よ
り
減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
る
方
は
、
七
月
十
五
日
ま

で
に

「予
定
納
税
の
減
額
承
認
申

請
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署

Ｔｅ

０

９

６

７

・２

２

・０

５

５

１
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阿蘇税務署では、平成9年度の「国税モニター」を次の4人の方に委嘱
しましたので、身近な税についてのご意見をお寄せ下さい。 (敬称略)

197阿
蘇カルデラ

スーバーマラ

甲斐 有雄 翁
文政 12年 (1829)8月 出生

日月)台 42年 (1909)12月 24日 )曼
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冨高 員」夫さん

●
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山
村
　
英
夫

（高
森
町
　
会
社
役
員
）

（
一
の
宮
町
　
報
道
関
係
）

時
松
ア
イ
子

（小
国
町
　
会
社
役
員
）

吉
良
　
公
紀

（阿
蘇
町
　
教
育
関
係
者
）

松
岡
　
　
茂

5月 24日 土曜日曇天の中、朝 5時に

スター トして阿蘇郡を駆け抜ける、阿蘇

カルデラスーパーマラソン(100 kmの 部・

50 kmの 部)が今年 も行われ ました。

今年の参加者は全国か ら764名 。 こ

の大会を盛 り上げようと、各町村は早朝

から婦人会、交通指導員、体育協会、役

場職員などをボランティアで総動員 して、

交通整理や水の運搬、2.5kmご との給水

所や 5 kmご とのエー ド (軽食)ス テー

ションの設置、運営などに大わらわで し

た。選手たちは沿道の人か ら大 きな拍手

と激励の言葉をかけられると、手を上げ

て応 えなが ら元気に走 って行 きました。

また、清栄山越えでは、鳴 り響 く風鎮太

鼓の音 に励 まされていました。

国税モニター制度は、広く一般国民の意見、要望、苦情等聞いていただき、税務行政における事務運営の改善納税者サービス

の向上など一層円滑な事務運営に役立てていくことを目的としています。(委嘱期間平成9年 4月 1日 から平成10年 3月 31日まで)

(9)

問
い
　
個
人
の
町
県
民
税
が
収
入
も
増
え
て
い
な
い
の
に
前
年
よ
り
高
く

な

っ
て
い
ま
す
が
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？

答
え
　
個
人
の
県
民
税
及
び
町
民
税
は
均
等
の
額
に
よ

っ
て
課
す
る
均
等

割
と
前
年
の
所
得
に
よ

っ
て
課
す
る
所
得
割
が
あ
り
ま
す
。

均
等
割
の
税
率
は
、
そ
の
市

（区
）
町
村
の
人
口
に
応
じ
て
、
次
の

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（年
額
）

高
森
町
の
場
合
、
県
民
税
千
円
、
町
民
税

（標
準
税
率
）
二
千
円
と
な

っ

て
い
ま
す
。

所
得
割
の
税
率
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

七
百
万
円
超

二
百
万
円
超
～

七
百
万
円
以
下

三
百
万
円以

下
の
金
額

課
税
所
得
の
段
階

市
町
村
民
税

十

二
　
％ %

三
　

％

標
準
税
率

高
森
町
の
場
合
は
、
標
準
税
率
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
尋
ね
の
前
年
よ
り
町
県
民
税
が
高
く
な

っ
た
の
は
、
昨

年
度
ま
で
所
得
割
額
の
十
五
％
相
当
額

（最
高
二
万
円
ま
で
）
の
特
別
減

税
が
実
施
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
課
課
税
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
８

・
１
３
９
）

七
百
万
円
超

七
百
万
円
以
下

課
税
所
得
の
段
階

都
道
府
県
民
税

〓
一　
％

二
　

％

標
準
税
率

市
（区
）

町
村
民
税

道
府
県
民
税

人

　

　

　

口

制
限
税
率

標
準
税
率

三
千
八
百
円

三
千
円

千

　

円

五
十
万
人
以
上

三
千
二
百
円

二
千
五
百
円

千

　

円

五
万
人
以
上

五
十
万
人
未
満

二
千
六
百
円

二
千
円

千

　

円

五
万
人
未
満
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